
ミックスベジタブル
プレゼンツ
～設計書作成までの軌跡～



●設計で何がしたかったのか。

エントリーしてから
期限が一カ月の状況
でも一定のクオリ
ティを担保したかっ
た

1

テストやQAの知識が
ない人でも理解でき
るようにしたかった

2

状況が変化しても使
いまわせる設計書を
作りたかった

3



●導き出したテスト設計コンセプト。

要件に対し優先度を
つけて、優先度の高
い要件を中心に設計
書を作成する

1

QAの専門用語を日常
的に使用できる文言
に変換し、誰でも理
解できるように作成
する

2

状況が変化してもテ
ストが可能となるよ
うに変数を項目書に
反映できるような設
計

3



①優先度をつけて、
優先度の高い要件を中心に設計書を作成する。

くしくもテスト設計コンテストに応募したのが、応募締め切
りの約一カ月前だったので、納期一カ月で設計書を仕上げな
ければならない状況で、どのようにテスト範囲を担保するか
を考え、設計書を作成するにあたったかについて説明しま
す。

使用可能な工数：平均1日あたり2ｈ

作業人数 ：4名

作業可能工数 ：約300ｈ(4名1日8時間作業で約9日間分)



①‐１.まずは機能一覧を洗い出して全体を把握する。

まずは全体を把握するために、11_園内チケットシステム要求仕様書.pdfと、21_Webチケットシステム要

求仕様書.pdfより、機能一覧を洗い出し、その機能の詳細書き出して整理し、全体像を把握することに
しました。

その数なんと
３１６項目！！



①-2.次にお客様が実現
したい事を策定します。

次に、要件定義書を熟読し、お客
様が実現したいことを策定しまし
た。

A～Jまで10項目ございますが、そ

の中でも特に重要度が高いものを
太字で表し、強調しています。

左記の記載から、

Ａ:すべての経路で予約→発券→入
場が滞りなく完了できること

Ｂ:時間在庫が常に一貫し、同時購

入・取消・決済失敗時でも過販売
が発生しないこと

Ｊ:変更による既存機能の悪影響が

なく、回帰に耐え将来拡張を阻害
しないこと

こちらを優先度高とします。



①-3.それからどう
テストするかを決めました。それから、お客様の実現したいこ

とに対して、我々QAがどのよう

なテストをするか明文化いたしま
した。

要求No.の欄に記載されているア

ルファベットは、前ページに記載
されているお客様の実現したいこ
とに記載されているアルファベッ
トに紐づいております。

それぞれのアルファベットに対し
て、どのようなテストを行うか記
載し、お客様の要求に答えられる

ような形で大枠でテスト方針を
記載しております。



①-4.そして、テスト
タイプを分類する。

数あるテスト要求・方針をテストタイプで
分類することによって、テスト設計や実施
を担当する人が作業しやすい形に整理しま
した。分類は以下の3種類です。

機能テスト ：A,B,C,D,E,F

非機能テスト ：G,H,I

変更関連テスト：J



①-5.機能一覧から、
作成する設計書を分類。設計書を作成するにあたって、機能一覧から購入フ

ロー、発券フロー、入場フロー、共通機能に分類し、

それぞれのフローを新規実装箇所、リグレッションテ

スト、それ以外に分け、ソートすることで作成する設

計書にどの機能を盛り込むかわかるようにしました。



①-6.フローチャートを作成し、
出し分けを可視化する。

テキストのみではなく、
フローチャートを図で
作成することで、

各種フローの全体像を
わかりやすく表現しま
した。①-5.で分類した

各種フローに対して、
どのようなふるまいを
するか、図で可視化し
ております。

これによって、状況を
整理し、設計の抜け漏

れを防ぐ工夫をしてい
ます。

例）購入フロー



①-7.また、システム間の連携をわかりやすい
ようにシーケンス図を作成。

仕様の中に各種機能間でのデー
タのやり取りがありますが、こ

ちらについてわかりやすくする

ため、関係性が難しいものにつ

いてはシーケンス図を作成いた

しました。

これにより、システム間の連

携をわかりやすく表示し、設計
書で整理しやすくなるよう表現

しております。

例)入場ゲート⇔入場
ゲートハブ間



①-8.複雑な組み合わせについてはパターン表で管理。
設計書にもパターンの項目はありますが、複雑な組み合わせが発生した場合は別途パターン表で管理し、
設計書の項目が膨らまないように調整しております。上記は発券機でチケットを購入する際のふるまいをパター

ン表に記載しており、チケット購入時の検証パターンを網羅したものになります。



①-まとめ.設計書への反映

上記までの内容を踏まえ、下記の設計書を作成

▼リグレッションテストの設計書

購入フロー、発券フロー

入場フロー、共通機能

▼新規実装機能の設計書

入場ゲートハブ、入場ゲート2号機3号機

また、リグレッションテストにおいて、一連の流れ
で項目を消化するにあたり、担保済みのテストケー

スを通る必要性がある中で、項目書に優先度の欄を

設け、優先度の高い項目を一目でわかるようにして

作成しました。



②QAの専門用語を日常的に使用できる文言に変換し、
専門職じゃない人にも理解できるように作成する。

ステークホルダーおよびテスターがだんだん動物園の職務従
事者となることを想定しているため、QAやエンジニアでは共

通の認識だが、一般的には浸透していない用語を一般的に浸
透している言語に変換し、より伝わりやすいように成果物に
手心を加えております。

例)

ステークホルダー → 利害関係者etc...



②-1.QA用語変換シートの作成をしました。
QA用語変換シートを作成し、一般的に使用されていない文言について、どのような文言

に変換すると伝わりやすいかについて、全員で合否を取りました。

こちらの内容については、設計者全員が「○」とするまで話し合い、全員で合意が取れ
た場合に成果物全体に反映するようにしました。



②-2.QA用語変換シートの使い方の説明です。

分かりやすくしたい用語
こちらに専門用語を記載します。

こちらに変換後の用語を記載します。
合否を判定した後、決定した用語を記載します。

記載者が7メンバーから合否判定をしてもらいま
す。全員が○の判定になるまで議論します。

備考に○以外だったメンバーのコメ
ントが記載されます。



②‐3.設計書への反映。

グレーアウトのテキストを
非活性に変換！！



②-まとめ.

結果的には間に合わず、全て
に機能できなかった。

まだまだ一般的な用語に返還すべきQA用

語はあったはずではあるが、時間の関係上、

設計書の完成にウェイトを取られ、いつの

間にか記載しなくなっていってしまいまし

た。（No.７以降の記載がない）

こちらについては、口頭でのＭＴＧを行う

など、定期的にメンバーに呼び掛けて、

チームが一丸となって設計コンセプトのす

り合せを行うべきだったかなと感じるところではございます。設計コンセプトとして、チームビル

ディングで決定したことではありますが、メンバー全員で持続する難しさを感じました。



③状況が変化してもテストが可能となるよ
うに変数を項目書に反映できるような設計

今後末永くリグレッションテストを使いまわせるような設

計書を作成するにあたって、変数が発生する箇所をシート

にまとめて、値を変更すると項目書全体の該当箇所の値が

変化するような関数を用いた設計に挑戦しました。

これにより、チケットの残数や発券機、入場ゲートの数が

変わってもシートの値を変えるだけで設計書を使いまわす

ことができます。



③-1.そのために変数シートを作成しました。

リグレッションテストにおい
ては、条件が変更された場合に
設計書を作り直す必要が無いよ
うに、変数の値を変更すること
によって、各設計書の該当する
値が変化するようにシートの作
成と関数の入力を行うように考
えました。

手入力が必要なオレンジ色のセ
ルの値を変更することによって、
設計書の閾値等が自動で切り替

わることで使いまわしを実現
します。



③-2.変数シートの活用事例
変数を変更

変数シートの値を変更することによって設計書の該当変数が
全て変更され、状況の変化に対応可能に！！！！



③-まとめ.こちらも実現することができませんでした。

こちらにつきましても、設計書を作成することに
対して時間に追われ、期日までに作成することが
できませんでした。

本来であれば、まだまだ変数が発生する部分はあ
ります。

締め切りが迫る中、チー
ム内で話し合い、まずは
設計書の完成を目指すこ
とを主軸とし、作業を進
めました。

こちらが完成した場
合、今後の環境の変
化にもある程度耐え
られる設計書になる
かと存じます。



●リスクと提案です。
本プロジェクトのテストにあたって考えられるプロダクトリスクについて、要求分析資料に記載がさ
れておりますが、特にリスクが高いのは以下の四点です。



しかし、もう一点気になる箇所があります。

1

13_園内チケット
システム発券機画
面仕様書4Pと21P
で戻るボタン押下
時の挙動に相違あ
り

2

13_園内チケット
システム発券機画
面仕様書30P発券
画面にて、取消ボ
タンを操作できる
ような表示になっ
ている

3

21_Webチケット
システム要求仕様
書W-Mail-011-01
にて、分け与え
メールの内容が購
入者向けの内容と
なっている箇所が
ある

4

21_Webチケット
システム要求仕様
書W-Mail-011-01
にて、分け与え
メールにQRコー
ドが添付されてお
らず、導線が存在
しない

5

21_Webチケット
システム要求仕様
書W-Mail-011-01
にて、分け与え
メールの本文がチ
ケット購入時の本
文となっている

6

21_Webチケット
システム要求仕様
書W-Mail-011-01
にて、W-015 QR
コードページ印刷
プレビューに、印
刷ダイアログの仕
様が記載されてい
ない

7

21_Webチケット
システム要求仕様
書W-008-04と
22_Webチケット
システム画面仕様
書の画面遷移図で
予約完了画面から
の遷移仕様が異な
る

8

21_Webチケット
システム要求仕様
書にて、WEBチ
ケットシステムを
QRコードで支払
う場合の仕様につ
いて記載がない

同じ仕様書内での齟齬、違う仕様書同士での仕様の齟齬、仕様の不明瞭な箇所が多く、
実際の画面デザインと仕様書で表示要素が異なるであろう箇所が散見しているようにみえます。
一例ではありますが、以下のような現象が現状も発生している状態です。



仕様書を整理する必要がありそう。
今までの運用実績より、相応の信頼性は
確保されておりますが、仕様書と実装が異な
る状態で運用されている部分が散見されてい
るように見受けられます。

現状の仕様を把握されている従業員が従事さ
れているうちは問題ないかもしれませんが、

退職されたり、仕様がアップデートを繰り返
すことによって、もともとの仕様がどのよう

なものであったか、把握できなくなるリス
クがあります。

左記のように、仕様書間
で遷移先の導線が異なる
などの仕様の齟齬が散見
しております。



●総評。

今回、初めてテスト設計コンテストに参加して、多くのことを学びました。ここ5週間は休みなしで設計に人生

をささげたのですが、仕事以外で仲間たちと設計について夜遅くに語らう状況は、なにものにも代えがた宝物
になっています。ただ、悔やまれるのはエントリーした時期が遅すぎました。業務外で一カ月で仕上げるとい
う状況で、業務外でかつチームでプロジェクトを進める難しさを知りました。

上記はテスト設計コンテストに応募した時点で立てたスケジュール表になります。
3週間ほどで設計が完了し、8月末にはレビューと修正を行っている予定だったのです。

実際はどうだったかというと…



ギリッギリまで設計していました。
作業の進まないこと進まないこと、会社で業務として遂行することの偉大さを知りました。
予想外のメンバーの脱退、急な休日の予定、なんかやる気がなくて手が進まないなど様々な試練が、、、、



でも、めっちゃ楽しかったです！

ミックスベジタブル一同

●結論。
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